
御嶽山噴火対策堰堤を当社ブロックにて施工 

 

 2014年 9月 27日の御嶽山の噴火を受け、国土交通省中部地方整備局多治見砂防国道事務所では新たな噴火及び今後の降雨に伴

う土砂災害に対処するため、コンクリートブロック砂防堰堤を応急対策工事として実施しました。 

 

 幅 34m、高さ 4mの砂防堰堤は、同事務所が土石流対策用資材として木曽川水系滑川に配置していた当社ブロックのビーハイブ

4t型を 330個使用し、仮設道路の建設も含めて工事着手からわずか１ヶ月足らずで完成させました。 

 

 

 

 


